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　人口の動き

一一12月1日現在一

男覧170（＋5）
女5．255（一8）

計10．耳2う（一3）

世帯数2．う51（一3）

（）内は前月との比較

十
二
月
の
休
日
救
急
医

　
　
　
　
　
　
　
（
急
患
以
外
は
受
付
け
し
ま
せ
ん
）

・
二
月
十
五
日
山
ロ
医
院
　
二
ー
二
一
七
四

ー
二
月
二
十
二
日
富
甲
医
院
　
二
ー
三
二
六
九

・
二
月
二
十
九
日
庭
野
医
院
　
二
i
二
七
二

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

　向寒の折、各地でからだを鍛えるスポーツがさかんです

体協柔道クラブもそのひとつ、日ごろの練習成果をみよう

と先月大会を開催、外の寒さをしりめに汗だくの奮闘ぶり

でした。

元旦マラソン大会のお知らせ

医＊とき1月2日（木）
　　　午前10時総合センター前に集合
　　　10時30分出発

希望者は、千手郵便局数藤清治まで
なお、当日会場でも受付けます

晴雨にかかわらず行います

コース①川西中学校前折返し（3回

　小学生男女」中巣高校及ぴ一般の
　女子、一般35歳以上の男子

コース②　上野連絡所前折返し（6回

　中学、高校男子、一般35歳未満の男子

主催　体協・陸上クラブ・公民館・商工

　　会等

喰戦
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新
し
く
な
っ
た
農
業
者
年
金

来
月
か
ら
支
給
も
同
時
ス
タ
ー
ト

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
農
業

の
近
代
化
と
、
老
後
生
活
の
安
定
を
は
か
る
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
今
年
は
、
発
足
し
て
か
ら
早
く
も
四
年
目
を
む

か
え
、
来
年
の
一
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
年
金
の
支

給
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
金
額

22
倍
に
ア
ッ
プ

　
六
十
歳
か
ら
も
ら
え
る
経
営
移
譲
年

金
と
、
六
十
五
歳
か
ら
も
ら
え
る
老
齢

年
金
の
額
が
二
・
二
倍
に
引
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
保
険
料
を
五
年
間
納
め

た
人
（
大
正
十
年
一
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
者
に
限
る
。
）
が
も
ら
え
る
経

営
移
譲
年
金
の
額
は
、
月
額
八
千
円
か

ら
一
万
七
千
六
百
円
に
、
ま
た
、
二
十

年
間
保
険
料
を
納
め
た
人
の
場
合
は
、

一
万
六
千
円
か
ら
三
万
五
千
二
百
円
に

引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
年
金
額
の
引
上
げ
に
あ
わ
せ
て

脱
退
一
時
金
、
死
亡
一
時
金
、
離
農
給

付
金
の
額
も
、
そ
れ
ぞ
れ
二
・
二
倍
に

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
、
こ
の
制
度
を
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
内
容
の
一
部
改

正
が
行
わ
れ
、
同
じ
く
来
年
の
一
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
そ
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
を
ひ
ろ

い
出
し
て
み
ま
し
た
。

五
十
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
の
一
月
か
ら
は
、
一
か
月
一
千

六
百
五
十
円
を
納
入
願
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。物

価
に
応
じ
て

　
ス
ラ
イ
ド
制
を

＝》＝》oDD＝》＝》【》P

度
は
、
皆
さ
ん
の
老
後
生
活
の
安
定
の

た
め
に
、
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
年
金
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
、

く
わ
し
い
こ
と
や
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会

ま
た
は
、
川
西
町
農
協
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
一
月
六
日
は
、
福
祉
年
金
の
支

払
い
日
で
す
。

　
当
日
は
、
証
書
と
印
か
ん
を
も

っ
て
、
各
郵
便
局
の
窓
口
で
お
受

け
と
り
く
だ
さ
い
。

の
で
す
が
、
保
険
料
を
た
め
て
し
ま
う

と
金
額
が
か
さ
み
ま
す
の
で
、
納
期
限

ま
で
に
き
ち
ん
と
納
め
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

保
険
料
も
増
額

必
要
な
年
数
を
満
せ
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
度
の
改
正
で
は
、
出
か
せ
ぎ
に
行

つ
て
他
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る
期
間

も
、
農
業
者
年
金
加
入
期
間
と
し
、
出

か
せ
ぎ
者
に
対
す
る
不
利
を
な
く
し
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
農
業
者
年
金
制

国
民
年
金
も

保
険
料
が
千
百
円
に
な
り
ま
す

　
年
金
を
支
給
す
る
た
め
の
財
源
は
、

加
入
者
の
保
険
料
や
、
国
庫
負
担
と
こ

れ
を
積
立
て
て
生
じ
る
利
子
な
ど
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
年
金
額
の
引
上
げ
が

行
わ
れ
れ
は
、
費
用
の
負
担
も
そ
れ
に

応
じ
て
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
℃

　
今
年
の
一
月
に
、
各
年
金
と
も
お
よ

そ
二
・
五
倍
か
ら
三
・
二
倍
引
上
げ
ら

れ
、
ま
た
、
九
月
に
は
物
価
上
昇
に
と

も
な
う
年
金
の
目
べ
り
分
十
六
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
の
う
わ
積
み
が
行
わ
れ
、
あ

わ
せ
て
二
・
九
倍
か
ら
三
・
七
倍
も
の

大
幅
な
引
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
万
保
険
料
は
、
今
年
一
月
か
ら
一

か
月
五
百
五
十
円
を
九
百
円
に
し
、
さ

ら
に
来
年
一
月
か
ら
は
、
一
千
百
円
に

増
額
さ
れ
ま
す
。

　
加
入
者
に
急
に
重
い
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
、
段
階
的
に
引
上
げ
て
い
る
も

拠出年金支給額と今後の予定

拠
　
　
出
　
　
年
　
　
金

項目 スライド前 スライド後 50年10月予定

10年
年金

15D，000円（月12，500円） 174，150円（月楓512円） 195048円（月16，254円）

5年
年金

9乾ooo円（月亀ooo円） 11t456円（月9288円） 1鎗360円（月揺030円）

通算
老齢 灘驕翌鵯胎 同左×11引％ 同左×122％

陣喜
年金

腋瓢鵬監伽円） 348，300円
　　　（月29，025円） 同左x槻多

2級2鵜鵬監㈱円） 278，640円
　　　（月23，220円） 同左×122多

母　子
準母子
遺　児

240，000円
加算対象の子のうち1
人については9，600円、
2人目以上は4，800円

27旦640円
加算対象にっいては左
に同じ 同左x122多

　
保
険
料
の
額
も
二
・
二
倍
に
引
上
げ

ら
れ
、
月
額
七
百
五
十
円
が
一
千
六
百

　
将
来
の
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
、
年

金
額
が
自
動
的
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
年
金

額
の
実
質
的
価
値
の
減
少
が
防
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
庫
補
助
率
も
年
金
額
の
四

十
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
率
に
な
っ

て
い
ま
す
。

出
か
せ
ぎ
者
も

有
利
に

　
農
業
者
年
金
加
入
者
が
出
か
せ
ぎ
に

行
っ
て
、
他
の
年
金
に
入
り
ま
す
と
、

農
業
者
年
金
を
や
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
年
金
を
も
ら
う
に

　町では、今年も建設事業をしめくくる合同
しゆん工式を行いました。インフレ、不景気
をよそに総事業費はおよそ8億円、この中に
は2次構を中心とした産業課の関係が半分以
上をしめています。
　第二次総合開発計画の初年度がまずは好調
なスタートであったと言えるようです。
　　　　　　　　　（11月22日総合センターで）

町
長
の
あ
い
さ
つ

　　　　　　　　　　　　鶉　　　　　　　　　磯戴　　　　　麟　　　　　舞　　　　妻　　　簾　　羅
　　夢熱

灘燃

灘
請
負
者
等
の
表
彰

町
政
功
労
者
の
表
彰



昭和49年12月10日しにわカ》報広（野巖養欄昌）（3〉第196号

ゆ
駄

ら

の
み
運
転
絶
対
だ
め

　
十
一
月
十
一
日
か
ら
、
来
年
二
月
十

八
日
ま
で
、
県
下
一
斉
に
飲
酒
運
転

追
放
百
日
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
日
ま
し
に
寒
さ
が
加
わ
り
、
つ
い
一

杯
と
酒
に
手
が
出
や
す
く
、
ま
た
年
末

年
始
に
か
け
て
、
酒
を
飲
む
機
会
が
多

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
酒
は
、
昔
か
ら
「
百
薬
の
長
」
と
も
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需マ

言
わ
れ
、
人
間
に
う
る
お
い
を
与
え
て

く
れ
ま
す
．
し
か
し
、
酒
を
飲
ん
で
車

を
運
転
し
て
は
大
変
で
す
。
酒
が
入
る

と
車
は
凶
器
と
な
り
、
大
き
な
事
故
の

原
因
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
棺
お
け

に
も
早
が
わ
り
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
だ
れ
で
も
知
っ
て
い

る
こ
と
で
す
が
、
自
分
に
限
っ
て
事
故

は
起
さ
な
い
、
と
い
う
あ
ま
い
考
え
か

ら
、
飲
酒
運
転
を
す
る
人
が
あ
と
を
た

ち
ま
せ
ん
。

　
＊
飲
酒
運
転
を
し
な
い
。

　
＊
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
。

　
＊
運
転
す
る
人
に
は

　
酒
を
す
す
め
な
い

と
い
う
こ
と
を
、
も
う

一
度
家
庭
内
で
確
認
し

あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
，
ノ
σ

｝
ノ
創

ナ
せ

ε
　
　
　
　
　
顎
U

　
　
　
　
　
　
マ

、
O　
　
卜

　
　
、
　
■

　
1

獲

z
ψ，

σ
｝
一
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酒
を
飲
ん
で
事
故
を
起
す
と
、
免
許

取
消
し
を
は
じ
め
、
体
刑
、
罰
金
、
目

玉
の
と
ぴ
出
る
よ
う
な
損
害
賠
償
と
、

一
生
重
い
鎖
に
つ
な
が
れ
た
、
暗
い
人

生
を
お
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
大
切
な
家
族
の
こ
と
も
考
え
、
飲
酒

運
転
だ
け
は
絶
対
に
や
め
ま
し
よ
う
。
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＼飲酒運転追放・交通事故根絶＼
ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ

　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

＼家族ぐるみ運動実施中　＼
　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ

　隻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三8
　ちO，，1凹8。，19・・重1．1凹，，。凹，瞳一1・・。1。61凹9，，O凹騒。，1凹，9，凹…凹5，，9凹1。。凹．“凹1”凹川聖川8川麿・・lO。Il凹川凹1”1川巳819川III凹1Il凹1”1・”1”Il・・。0川凹曹川凹』”15”重川1川璽・5。凹8・8・凹III馨凹・3

町の交通事故発生状況
＠9年12月1日現在）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
【
」

◎
違
反
者
は
氏
名
を
公
表

　
　
　
運
動
期
間
中
に
お
い
て
、
検
挙
さ
れ
た
飲
酒
運
転
違
反
者
に
つ

　
　
　
い
て
は
、
警
察
署
な
ど
の
通
報
に
よ
り
、
広
報
紙
な
ど
で
氏
名
を

　
　
　
公
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
絶
対
に
違
反
の
な
い
よ
う
お
願

帽区　　　男　　別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 言十

件
数

48 2 0 2 3 3 1 7 8 4 4 2 0 36

49 2 0 1 O 3 3 3 1 2 3 1

死
者

48 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

傷
者

48 2 0 2 3 4 1 10 13 6 6 2 0 49

49 2 0 1 0 4 5 3 2 3 4 1

冬の交通事故防止運動

10日まで1日～1月12月1
　この期間は、特に歩行者事故の防止、降雪によるスリップ事故の防止

を重点に、運動がすすめられています。

　危険な冬の道、お互いに細心の注意を〃

嚢
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必
ず
公
給
領
収
証
を

受
け
と
り
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
か
ら
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で

料
理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
と
い
っ
た
と

こ
ろ
を
利
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
　
料
理
店
な
ど
を
利
用
し
た
場
合
は
、

十
パ
ー
セ
ン
ト
の
料
理
飲
食
等
消
費
税

が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

各
店
で
は
、
こ
の
税
金
を
受
け
取
っ
た

し
る
し
と
し
て
、
公
給
領
収
証
を
渡
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
お
客
で
あ
る
皆
さ
ん
が
、

料
理
飲
食
等
消
費
税
を
納
め
た
し
る
し

料理飲食等消費税と免税点

で
す
か
ら
、
必
ず
受
け
取
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

o
o
●
O
＝
＝
一
．
2
■
言
　
多
　
●
●
●
〇
一
3
櫛
＝
一
〇
●
．
　
事
・
●
■
●
0
8
0
＝
O
＝
．
＝
●
・

　
　
な
お
、
一
定
の
金
額
（
免
税
点
）
以

　
下
の
飲
食
や
、
宿
泊
に
は
税
金
が
か
か

　
ら
ず
、
こ
の
場
合
に
は
公
給
領
収
証
は

　
発
行
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
　
免
税
点
は
次
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

事
る
o
・
＝
3
＝
＝
＝
。
・
多
9
．
●
．
一
＝
一
＝
＝
＝
。
？
多
　
3
3
＝
昌
一
3
0
一
〇
●
●
●

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税
金

目　　　　　　　　的 免　　　税　　　点

料理店・小料理店・カフエー・バー
キヤバレーなど な　　し

昼間飲食店に類する場所として認定
されている料理店・小料理店
営業開始時から午後5時までの飲食

傭器雑騰星紹耀9
一人一回につき　1，200円

旅　館
ホテノレ

宿　泊 一人一泊につき　2，400円

宿泊者の追加飲食・夜食・
間食・昼食等休憩及ぴ飲食 一人一回につき　1，200円

飲食店・喫茶店など ・一人一回につき　1，200円

経理区分食堂（デパートの食堂など、 一品につき　　　　600円

今
月
は
年
末
調
整
で
す

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
か
ら
税
金
を
引
か
れ
て
い
る
た
め
、

税
金
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
人
も
案
外
多
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
月
は
、
年
末
調

　
　
　
　
　
　
　
整
の
月
と
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
た
の
で
、
サ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
の
給
与
に
か
か

　
　
　
　
　
　
　
る
所
得
税
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
あ
ら
ま
し
を
の

　
　
　
　
　
　
　
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
t
所
得
と
税
金
の
計

　
　
　
　
　
　
　
　
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
得
税
は
、
原

　
　
　
　
　
　
　
　
則
と
し
て
一
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
の
所
得
の
合
計
額

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
、
配
偶
者
控

　
　
　
　
　
　
　
　
除
や
扶
養
控
除
な

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
所
得
控
除
額

　
　
　
　
　
　
　
　
を
差
引
い
た
、
残

　
　
　
　
　
　
　
　
額
に
税
率
を
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
算
出
し
ま
玄

　
　
　
　
　
　
ω
所
得
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
得
と
い
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
収
入
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
く
、
一
年
間
に
支

　
給
さ
れ
た
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の
収
入

　
金
額
か
ら
、
給
与
所
得
控
除
を
差
引

　
い
た
残
り
を
言
い
ま
す
。
給
与
所
得

　
控
除
額
は
、
給
料
な
ど
の
年
間
収
入

　
額
に
応
じ
、
一
定
額
が
定
め
ら
れ
て

　
い
ま
す
。

の
所
得
控
除
額
と
は

　
　
所
得
税
は
、
納
税
者
の
個
人
的
な

　
事
情
に
応
じ
、
税
の
負
担
能
力
が
異

　
な
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
課
税
所
得

　
の
計
算
上
、
各
種
の
所
得
控
除
を
認

　
め
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
所
得
控
除
に
は
、
医
療
費
控

　
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険

　
料
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

　
基
礎
控
除
な
ど
十
四
種
類
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
う
ち
配
偶
者
控
除
と
扶
養
控

　
除
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
よ
う
。

①
配
偶
者
控
除

　
　
所
得
者
に
配
偶
者
が
あ
る
と
き
は

　
二
十
三
万
二
千
五
百
円
を
、
所
得
か

　
ら
控
除
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶

　
者
に
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
と

　
き
は
、
こ
の
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ

　
ん
。

②
扶
養
控
除

　
　
所
得
者
に
扶
養
親
族
が
あ
る
と
き

　
は
、
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
、
二
十

　
二
万
円
（
配
偶
者
が
な
い
人
の
第
一

　
人
目
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
、
二

　
十
二
万
五
千
円
）
、
老
人
扶
養
親
族

　
（
扶
養
親
族
の
う
ち
七
十
歳
以
上
の

　
人
）
、
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き

　
二
十
五
万
七
千
五
百
円
を
、
そ
れ
ぞ

　
れ
所
得
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
扶
養
親
族
に
一
定
額
以
上

　
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
控
除

　
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑥
税
率

　
　
所
得
税
額
は
、
所
得
金
額
か
ら
所

　
得
控
除
額
を
差
引
い
た
残
額
に
、
税

　
率
を
か
け
て
計
算
す
る
わ
け
で
す
が

　
こ
の
税
率
は
、
四
十
万
円
以
下
の
金

　
額
に
対
す
る
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率

　
を
最
低
と
し
、
八
千
万
円
を
超
え
る

　
金
額
に
対
す
る
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

　
ま
で
の
超
過
累
進
税
率
に
な
っ
て
い

　
ま
す
。

2
源
泉
徴
収
と
年
末
調
整

　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
給
料
や
ボ
ー

　
ナ
ス
の
支
給
の
と
き
に
源
泉
徴
収
さ

　
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
納
付
は
あ
く

ま
で
も
予
定
計
算
に
よ
る
納
付
で
あ

っ
て
、
べ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
扶
養
親
族

の
異
動
な
ど
に
よ
る
所
得
控
除
の
状

況
の
変
化
に
よ
り
、
一
年
間
の
確
定

税
額
と
の
間
に
差
が
生
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の

最
後
に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
と

き
に
調
整
し
、
納
め
過
ぎ
の
人
は
還

付
、
不
足
の
人
は
追
加
し
て
税
金
を

徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
大
白
倉

　
な
お
、
十
一
月
三
十
日
で
解
嘱
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
）
内
は
お
骨
お
り
い
た
だ
い
た
年
数

　
田
口
忠
三
・
木
落
（
六
年
）
、
丸
山

久
一
郎
・
根
深
（
五
年
八
か
月
）
、
南

雲
源
次
・
中
仙
田
（
十
八
年
）
、
高
橋

克
義
・
大
白
倉
（
三
年
）

肋
鉦
休
日
救
急
医

（
予
定
の
た
め
、
変
更
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
）

1915125　3　2　1
日日日日日日日

大
島
医
院
②
二
九
五
七

至
誠
堂
医
院
②
三
二
七
六

十
日
町
病
院
②
三
一
六
一

中
条
病
院
⑦
三
〇
一
八

池
田
医
院
②
二
五
八
一

山
口
医
院
②
一
二
七
四

富
田
医
院
②
三
二
六
四

民
生
委
員

今
月
か
ら
次
の
方
々
に

　
生
活
保
護
世
帯
の
指
導
や
、
低
所
得

者
階
層
の
自
立
更
正
へ
の
手
だ
す
け
な

ど
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
町
の
民

生
委
員
が
、
十
二
月
｛
日
か
ち
次
の
方

方
に
な
り
ま
し
た
．

　
再
任
さ
れ
た
方
二
十
一
名
、
新
任
の

方
四
名
の
二
十
五
名
の
方
々
が
、
今
後

三
年
間
、
社
会
福
祉
全
般
に
わ
た
っ
て

働
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
．
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

囹
再
任
者

　
宮
徳
次
郎
・
東
善
寺
、
大
渓
晶
子
・

上
町
、
小
海
大
成
・
寺
尾
、
南
雲
良
・

寺
尾
、
保
坂
ト
シ
・
沖
立
、
藤
本
秀
雄

・
伊
友
、
中
村
由
蔵
・
坪
山
、
富
井
源

蔵
・
上
野
、
押
木
喜
策
・
元
町
、
渡
貫

栄
一
・
新
町
新
田
、
高
橋
久
蔵
・
三
領

田
中
利
八
・
仁
田
、
滋
野
薫
良
・
野
口

高
野
寅
五
郎
・
室
島
、
斉
木
利
栄
・
小

脇
、
高
橋
栄
一
・
高
倉
、
茂
野
寅
一
・

藤
沢
、
高
橋
米
治
・
田
戸
、
高
橋
秀
男

・
赤
谷
、
登
坂
六
郎
・
岩
瀬
、
田
中
林

平
・
小
白
倉

囹
新
任
者

　
丸
山
孫
太
郎
・
木
落
、
丸
山
康
一
・

原
田
、
小
林
清
・
中
仙
田
、
高
橋
富
治

わ
が
家
の
家
計
簿

体
験
談
を

　
　
　
募
集
中
で
す

　
年
々
家
計
簿
を
記
帳
さ
れ
る
家

庭
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
記
帳
に
よ
り
、
合
理
的
な
生
活

設
計
や
、
日
々
の
反
省
点
な
ど
が

発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で

は
、
N
且
K
の
後
援
の
も
と
に
、

こ
う
し
た
貴
重
な
体
験
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
記
帳
体
験
を
、
苦
心

さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
参
考
に
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

　
要
領
は
次
の
と
お
り

・
内
容
、
記
帳
の
動
機
や
、
苦
心

　
談
、
発
見
し
た
ム
リ
や
ム
ダ
な

　
ど
記
帳
に
関
す
る
も
の
な
ら
な

　
ん
で
も
。

・
原
稿
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五

　
枚
以
内
、
月
別
、
項
目
別
支
出

　
一
覧
表
を
添
付
、
住
所
、
氏
名

　
職
業
、
年
令
な
ど
記
入
の
こ
と

・
し
め
き
り

　
昭
和
五
十
年
二
月
二
十
八
日

・
送
り
先
　
嗣
丁
九
五
一
、
新
潟
市

　
寄
居
町
、
日
本
銀
行
新
潟
支
店

　
内
、
新
潟
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
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12
月

釧
日
現
在
で

工
業
統
計
調
査
を
実
施

　
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
含
む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
、
工

業
の
実
態
を
は
握
す
る
目
的
で
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
調
査
さ
れ
た
こ
と
が
ら
は
、
統
計
の
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
税

金
な
ど
申
告
者
の
不
利
益
と
な
る
よ
う
な
こ
と
に
は
、
絶
対
使
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
調
査
開
始
に
あ
た
っ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
を
増
員

　
町
の
登
録
統
計
調
査
員
は
、
今
ま
で

各
地
区
あ
て
一
名
を
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
が
、
千
手
地
区
が
広
範
囲
な
た
め

最近の工業統計調査結果よリ

　　　　　　　　　（金額単位：万円）

一
名
を
増
員
し
、
五
名
の
方
々
か
ら
お

骨
お
り
願
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
方
々
か
ら
は
、
工
業
、
商
業
、

事
業
所
統
計
な
ど
、
各
種
の
統
計
調
査

や
指
導
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　年次
　　区
　　　分
業種

47　　年 48　　年

事業
所数
従業
者数
出荷額
　等

事業
所数
従業
者数
出荷額
　等

食　　　料 5 38 9，263 3 17 5，261

繊　　　維 29 558 246，619 28 547 287；319

木　　　材 7 35 12，515 7 38 19，962

家　　　具 2 X X 1 X X
出　　　版 1 X X 1 X X
窯　　業 5 52 22，439 4 54 31，264

電　　　気 一 一 一 1 X X
その他 1 X X 1 X X
Xの合言十 13 2，177 70 4，511

総　　　数 50 696 293，013 46 726 348，317

表中Xとあるのは、事業所が1または2しかないため、
秘密保持のために表示したもの・

　
さ
し
あ
た
り
今
回
の
工
業
統
計
調
査

か
ら
、
調
査
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
の
方
々
が
調
査
員
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
体
の
比
較
で
は
、
事
業
所
数
が
少

し
減
少
し
ま
し
た
が
、
従
業
者
で
四
・

四
、
出
荷
額
で
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
伸

ぴ
を
し
め
し
ま
し
た
。

千
手
地
区

　
　
〃

上
野
地
区

橘
地
区

仙
田
地
区

南
雲
虎
一

高
橋
清
松

南
雲
隆
三

丸
山
仁
吉

樋
口
虎
一

（
東
善
寺
）

（
高
原
田
）

（
三
領
）

（
下
原
）

（
田
戸
）

大
き
な
ウ
エ
ー
ト
の

　
　
繊
維
関
係

　
別
表
は
、
四
十
七
年
と
四
十
八
年
の

比
較
で
す
。

　
ご
ら
ん
の
よ
う
に
繊
維
関
係
が
大
部

分
を
し
め
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま
究

　
伸
ぴ
率
で
は
、
ト
ッ
プ
が
木
材
、
次

に
・
窯
業
、
繊
維
と
続
き
ま
す
。

町
に
出
か
せ
ぎ
組
合
が
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

手
を
と
り
あ
っ
て
，
ガ
ッ
チ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
町
に
こ
の
ほ
ど
出
か
せ
ぎ
者
組
合
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
方
は
、
以
前
か
ら
農
閑
期
や

冬
期
を
利
用
し
て
の
出
か
せ
ぎ
が
さ
か

ん
で
、
そ
の
収
入
は
、
生
活
費
の
中
に

重
要
な
役
割
り
を
果
た
す
と
と
も
に
、

都
会
地
と
の
交
流
な
ど
、
そ
の
恩
典
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
で
、
出
か
せ

ぎ
も
以
前
よ
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が

そ
れ
で
も
町
で
掌
あ
く
し
て
い
る
の
は

二
百
二
十
人
、
そ
の
ほ
か
に
三
百
人
く

ら
い
は
出
か
せ
ぎ
す
る
と
推
定
さ
れ
て

と

お
り
、
全
収
入
は
二
億
を
く
だ
ら
な
い

だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
方
々
が
、
出
稼
ぎ
を
よ
り

楽
し
く
、
明
る
い
も
の
に
す
る
た
め
に

ま
た
、
健
康
で
安
全
な
就
労
や
、
相
互

の
連
携
親
睦
を
は
か
り
、
さ
ら
に
労
働

条
件
の
改
善
を
は
か
っ
て
、
地
域
の
振

興
に
寄
与
し
た
い
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
、
出
か
せ
ぎ
組
合
が
誕
生
し
た
も
の

で
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
組
合
へ
の
申
込
み
は
百

一
名
、
来
春
に
は
第
一
回
の
総
会
を
開

い
て
ガ
ッ
チ
リ
し
た
も
の
に
し
た
い
と

し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
加
入

を
望
ん
で
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
是

非
ど
う
ぞ
。

　
加
入
は
、
役
場
に
あ
る
用
紙
を
利
用

の
ほ
か
、
電
話
、
ハ
ガ
キ
で
も
受
付
け

て
い
ま
す
。

柄
沢
さ
ん
が

　
精
薄
者
相
談
員
に

　
精
神
薄
弱
者
を
お
も
ち
の
家
庭
で
は

何
か
と
悩
み
ゃ
苦
労
が
多
い
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
沖
立
の
柄
沢
林
蔵
（
四
十

一
歳
）
さ
ん
が
、
精
神
薄
弱
者
相
談
員

と
し
て
、
知
事
よ
り
業
務
の
一
部
を
委

託
さ
れ
る
こ
と
，
に
な
り
ま
し
た
。

　
就
学
、
就
職
施
設
な
ど
の
利
用
や
、

日
常
生
活
な
ど
な
ん
で
も
結
構
で
す
の

で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

有
線
は
六
五
一
〇
番
で
す
。

高
倉
地
内
で

襲
馨

見
は
な
さ
れ
て
る

　
　
休
耕
田

　
米
の
生
産
調
整
も
五
年
目
が
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
わ
が
町
は
、
幸
い
な
こ
と
に
こ
の

時
期
を
利
用
し
て
、
通
年
施
行
を
大

き
く
展
開
で
き
、
せ
め
て
も
の
救
い

で
あ
っ
た
。
あ
と
は
残
る
ほ
場
整
備

に
つ
い
て
の
休
耕
料
が
危
ぐ
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
生
産
調
整
を
打

ち
出
し
た
国
の
基
本
方
針
は
、
水
田

つ
ま
り
国
土
を
荒
廃
さ
せ
る
こ
と
な

く
米
作
り
を
休
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
単
な

る
休
耕
よ
り
、
転
作
的
な
方
向
を
奨

町
内
さ
イ
ぽ

励
し
、
普
通
転
作
、
永
久
転
作
、
と

そ
の
奨
励
度
合
い
を
高
め
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
わ
が
町
に

は
適
当
な
策
で
は
な
か
っ
た
。
通
年

施
行
を
除
い
て
は
、
単
純
休
耕
が
そ

の
大
半
を
し
め
、
い
た
ず
ら
に
農
地

の
荒
れ
が
目
立
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
そ
の
立
証
で
も
あ
ろ
う
。

　
通
年
施
行
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た

と
は
言
え
、
生
産
調
整
が
町
に
与
え

た
影
響
は
大
き
い
。

　
農
業
に
対
す
る
意
欲
を
根
底
か
ら

く
つ
が
え
し
、
転
職
、
兼
業
を
あ
お

る
一
方
、
そ
れ
で
な
く
て
も
浮
き
足

だ
っ
て
い
た
山
間
地
農
家
の
離
村
を

一
層
大
き
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
。

　
す
で
に
山
間
た
な
田
は
、
見
る
影

も
な
く
ヨ
シ
、
カ
ヤ
原
と
化
し
、
連

絡
す
る
農
場
の
荒
れ
も
著
し
い
。

　
「
も
う
農
業
を
か
え
り
見
る
ゆ
と

り
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
」

　
土
地
に
執
着
し
、
根
強
さ
を
代
名

詞
と
し
て
い
た
農
民
の
姿
も
、
時
代

の
流
れ
に
か
き
消
さ
れ
た
よ
う
で
さ

ぴ
し
い
。

　
小
規
模
ほ
場
整
備
よ
し
、
水
田
以

外
の
利
用
も
ま
た
い
い
だ
ろ
う
。

　
限
ら
れ
た
土
地
の
有
効
利
用
こ
そ

こ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
使
命
と
も
言

わ
れ
よ
う
。

　
世
界
的
な
食
糧
難
や
、
人
口
増
加

が
論
議
の
中
で
、
農
業
の
存
在
が
再

ぴ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な

い
。
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香
典
返
し
な
ど

五
件

　
　
　
田
ロ
ヨ
子
さ
ん
の

　
　
　
ご
遺
族
か
ら
も

　
中
央
町
の
清
水
俊
六
さ
ん
か
ら
、
書

籍
、
名
品
相
撲
浮
世
絵
（
講
談
社
刊
）

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
豪
華
な
表
装
の
こ
の
書
籍
、
一
冊
で

六
万
二
千
円
と
い
う
高
価
な
も
の
で
蒐

セ
ン
タ
ー
の
図
書
館
に
あ
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
。

　
上
野
の
上
村
政
基
さ
ん
か
ら
、
役
場

上
野
連
絡
所
に
舞
台
幕
を
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
先
に
亡
く

な
ら
れ
た
母
チ
イ
さ
ん
の
遺
志
を
受
け

て
贈
っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
去
る
四
十
七
年
に
中
央
町
の

馬
場
文
雄
さ
ん
か
ら
十
万
円
の
香
典
返

…
…
…
＝
…
＝
…
一
一
＝
≡
＝
≡
…
…
＝
＝
一
一

し
を
い
た
だ
き
、
備
品
購
入
に
利
用
す

る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
総
合
セ
ン
タ
ー
の
昼
間
映
写
幕

を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
町
一
番
の
長
寿
者
で
あ
っ
た
木
落
の

田
ロ
ヨ
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
、
遺
族

の
正
敏
さ
ん
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
二

万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ヨ
子
さ
ん
は
、
長
寿
を
祝
っ
て
総
理

大
臣
を
は
じ
め
、
県
知
事
な
ど
か
ら
数

か
ず
の
表
彰
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
し
た

が
、
百
二
歳
と
い
う
高
齢
を
全
う
さ
れ

仁
田
の
戸
田
さ
ん

　
　
　
食
協
会
長
か
ら

　
　
　
表
彰

　
仁
田
の
戸
田
鉄
夫
さ
ん
は
、
長
年
食

品
衛
生
関
係
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
日
本
食
品
衛
生
協
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
戸
田
さ
ん
は
、
昭
和

三
十
八
年
か
ら
今
日
ま
で
、
食
協
町
副

分
会
長
や
分
会
長
と
し
て
活
躍
、
十
日

町
支
部
の
要
職
に
も
あ
り
、
今
回
の
受
（
◎
新
郎

賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
十
一
月
分
】

▲
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
　
高
橋
勇
吉
（

山
谷
）
、

善
喜
（
田
戸
）
、
押
木
富
男
（
田
戸
）

▲
お
も
な
入
手
品
　
打
金
、
単
穂
槍
…
、

編
着
（
あ
ん
き
ん
）
、
白
掘
ノ
ミ
、
道

中
図
面
、
型
紙
、
あ
ん
ど
ん
、
リ
ヤ
カ

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

押
木
文
平
（
田
戸
）
、
栞
（
◎
新
郎

＝
＝
り
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
噂
＝
輔
＝
＝
＝
騨
＝
＝
＝
二
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
韓
＝
＝
＝
一
＝
二
轄
＝
＝
＝
一
＝

静
か
に
そ
の
長
い
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
（
◎
新
郎

も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

難
壕
難
難
羅
（
◎
◎
顯

の
糞
返
し
と
し
て
房
円
、
伊
友
の
（
◎
新
郎

羽
鳥
新
太
郎
さ
ん
か
ら
　
母
ト
ユ
さ
ん
　
◎
新
婦

雛
霧
需
円
の
嚢
し
を
霧
顯

齢
鵬
概
琉
胤
篶
辮
議
譲
瞬
織
濃
一
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜
　
　
腎
　
剛
　
　
馬
　
、
　
亀
　
　
亀
　
嘱
　
　
幅
　
覧
　
剛
　
、
　
、
　
　
●
　
鋸
　
　
鋸
　
馬
　
亀
　
　
、
　
覧
　
　
し
　
、
　
　
亀
　
亀
　
　
覧
　
　
覧
　
、
　
　
覧
　
覧
　
馬
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

五
＋
嵐
久

五
＋
嵐
ワ
カ

関久中福戸
口野村崎田

真信　 安和
人子肇子雄

坪寺仁野野
口口
か
ら

田尾
か
ら

山

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

高
橋
　
勝

涌
井
正
子

五
＋
嵐
勝
一

羽
鳥
ハ
ッ
エ

星登桐青数佐星
名坂生木藤藤名
星
名
た
づ
子

村
山
進
一

南
雲
の
ぶ
子

江
口
憲
一

片
桐
峰
子

山
野
田

進づ賢菊正麗信ア茂ツ勝正
一子治江實子行イ穂工一子

伊伊伊赤大田沖長田仁野津
南
か
ら

口田
か
ら

戸岡
か
ら

立戸
か
ら

谷
か
ら

友友
か
ら

友

十
日
町
か
ら

小
白
倉

小
白
倉
か
ら

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

山
家
三
男

井
上
美
恵
子

丸春會小
山日場林

和　康健恩三
代勇子次子男

十発東寺山木

小
野
塚
洋
一

礒
野
三
枝
子

柳佐高村高
　藤野田橋

周君隆恵正
三子一子博

吉
樂
世
津
子

羽
鳥
　
彰

根
津
と
し
え

落梨
か
ら

尾京
か
ら

発
電
所
通
り

＋
日
町
か
ら

中
央
町

名
古
屋
か
ら

新室福坪
山岡
か
ら

島潟
か
ら

中
島
町

中
　
里
か
ら

伊
友

＋
日
町
か
ら

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

中
條
正
次
元
町

南
雲
カ
ヲ
リ
　
中
　
里
か
ら

保
坂
正
夫
大
白
倉

上
水
流
三
千
子
鹿
児
島
か
ら

星
野
澄
男

喜
多
村
礼
子

田
口
静
雄

相
馬
敏
枝

水
落
　
孝

水
落
恵
美
子

野
　
口

四
郎
兼
か
ら

仁仁木木
落落
か
ら

田田
か
ら

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

上
村
浩
功
一
長
男
上
野

北
堀
　
文
子
　
益
男
　
二
女
　
小
白
倉

大
海
　
和
徳
　
均
　
　
長
男
　
霜
　
条

佐
藤
真
弓
…
漏
喜
夫
長
女
室
島

小
野
塚
祐
介
　
謙
治
　
長
男
　
田
　
中

渡
邊
　
智
暁
　
健
　
　
長
男
　
東
善
寺

丸
山
　
尚
吾
　
忠
一
　
二
男
　
神
社
町

和
久
井
ひ
ろ
み
＝
一
　
二
女
　
木
　
落

星
名
正
智
正
幸
長
男
木
島

高
橋
浩
行
　
光
行
　
二
男
　
赤
　
谷

小
林
　
　
恵
　
三
千
夫
長
女
　
中
仙
田

数
藤
　
和
文
　
和
夫
　
長
男
　
沖
　
立

和
久
井
ひ
と
み
勝
　
　
長
女
　
木
　
落

”
婚
姻
届
を
わ
す
れ
ず
に
”

＊
婚
姻
の
届
出
を
わ
す
れ
る
と

　
　
す
ば
ら
し
い
結
婚
式
を
挙
げ
て

　
も
、
そ
の
後
い
っ
し
ょ
に
生
活
し

　
て
い
て
も
、
法
律
上
の
夫
婦
と
は

　
い
え
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
内
縁
関

　
係
と
し
か
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
婚
姻
届
の
方
法

　
　
市
町
村
の
役
場
へ
届
出
し
ま
す
℃

　
用
紙
は
総
務
課
の
窓
口
（
戸
籍
係

　
　
　
戸
籍
の
は
な
し

）
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
結
婚
式
の

準
備
中
に
わ
す
れ
ず
に
取
り
よ
せ

て
お
き
ま
し
よ
う
。

　
本
籍
地
で
な
い
市
町
村
に
届
出

を
す
る
場
合
は
、
本
人
の
戸
籍
抄

本
が
必
要
で
す
か
ら
、
用
紙
を
取

り
よ
せ
る
と
き
に
、
窓
口
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
挙
式
の
日
に
婚
姻
の
届
出
を
し

ま
し
よ
う
。

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

中小若ヰ目
村川山崎

力正正タ
ツ保榮ヅ

中
島
町

新
町
新
田

三
九

六
一
六
七

七
一
七
四
七
四
八
○
八
三
八
三

一
〇
二

納
税
メ
モ

　
税
金
は
、
直
接
税
と
間
接
税
の

二
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

直
接
税

　
申
告
ま
た
は
決
定
等
に
よ
り
課

税
、
納
税
義
務
者
が
、
直
接
国
や

地
方
公
共
団
体
に
納
め
る
税
金
、

　
国
税
で
は
、
所
得
税
、
法
人
税

相
続
税
、
贈
与
税
な
ど
。

　
県
税
は
、
道
府
県
民
税
、
事
業

税
、
不
動
産
取
得
税
、
自
動
車
税

な
ど
。

　
町
税
は
、
市
町
村
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
で
篤

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

　
今
月
は
町
民
税
第
四
期
分
の
納

期
で
す
。

丸
山
ナ
ツ
エ

渡
貫
隆
夫

吉
井
マ
チ
子

村
山
壽
一

山
本
俊
子

高
橋
彦
行

庭
野
恵
美
子

神
奈
川
か
ら

神
社
町

＋
日
町
か
ら

新
町
新
田

室松上仁

田
か
ら

野代
か
ら

島

＋
日
町
か
ら

②

上
村
初
太
郎

田羽水上高
口鳥品村橋
ヨトノ￥恒マ
子ユツ松サ

木伊三上三上坪赤

落友領野領野山谷

　
　
　
　
　
　
　
小
わ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
擁
壇

○
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

民
宿
の
炉
火
な
つ
か
し
み
ス
キ
i
客

猟
犬
の
走
り
消
え
た
る
枯
野
か
な

良
く
売
れ
る
石
焼
芋
や
朝
寒
し

そ
え
乳
し
て
母
眠
り
た
る
炬
燵
か
な

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

き
の
こ
と
る
人
の
別
れ
し
道
し
る
べ

き
し
き
し
と
菜
を
洗
う
手
に
初
あ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

宮
堂
の
囲
い
終
り
て
落
葉
掃
く

入
口
に
オ
ー
バ
ー
脱
き
あ
り
冬
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
登
坂
正
平

大
根
の
白
さ
も
し
み
る
寒
さ
か
な

道
の
べ
の
枯
草
つ
つ
み
初
雪
す

　
　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

こ
ま
や
か
な
雨
も
上
り
て
菊
日
和




